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・一
八六一（万延二．11文久元）年に出版された英語黎集
r英語箋」についての研究は、
殆んどされていない。
その
理由として
、
本帯の内容が一般入門的なものであり、
従っ
（注1
)
て研究対象とはなりにくかったこと、
本害が出版され
た
年
代は、
丁度英話学が隆盛になりつつある時期であったため、
本書と前後して出版された英辞害に優秀なものが少なくな
（注2)
かったこ 等が挙げられろ。．さ
らに、
ひとつの問題点として絹者石橋政方の網纂に対
すろ姿勢を挙げることができろ。
本稿で
は、
「英語箋」の
配列を調査することにより、
その絹菜態度について考察を
加えてみたい。
尚、
本書出版
の四年前（一八五七11安政四年）に、
通詞
（注s)
村上英俊により同名の和英辞害「英語箋J全七冊が絹まれている。
村上緬r英語箋」は「米語箋」と副題が附され、
一、
はじめに
r
英語箋』の配列について
一八三0(天保元）年にパタピアで刊行されたr英和和英語奨集」の復刻版であろ。
石橋網「英語箋」は、
この辞密
（注4)
とはどのような
影幽関係も見られないこ
とを記しておくC
本稿の調査には、
．
． 
「蛮語箋」11東北大学狩野文庫本「改正増補蛮語箋」11東北大学狩野文庫本「英語箋」11京都市松林氏蔵本
を用いた。
「改正増補蛮陪箋Jとの関係
「英語
箋
」（以下「
英」と記す）の「自叙」には、
一七
九八（寛政十）年に森島忠良によって絹まれた日蘭語黎集「蛮語箋」（以下『蛮」と記す）の名が見え、
これを見て
（注5)
天文・地理
・套語などの意義分類を知ったと記されていろ。
ところが実際に石橘政方が底本として用いたのは、
「蛮」
二
、
石
上
敏
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ではなく、それより下ろこと半世紀、一八四八（嘉永元）年
さらに、語句の移動つまり「改蛮」に対しての「英」の
（庄
9)
＇・
みつくり
・
に箕作玩甫によって大幅に改訂された『
改
正
増
補
蛮
語箋』
．
配列換えには規則性が認めら
れ
る
。
以下
、
「改蛮」から
・（以下「改蛮」と記す）なの
である。こ
れ
は、「英」所収
「英」べの配列の変化を見
ていくと
ともに、どの
ような意
語槃のうち 蛮」には見えず「改蛮」で増補されたものが、
図で規則的な配列換えが行なわれたのか考察する。ただし、
天文七、．地理三、時令一、人倫九、身体七、疾病七、宮室
「改蛮」と「英」との共通部門（表ー参照）のうち、巻二
六、服飾 飲食七
、器財二五、金四、・玉石三、獣五、虫
の「会話こ「会話二」では本稿で問題とする上下二段の配
二、互一五、木八、数攪一と計――五語あること。こ に
列方法がとられて
はおらず、さ
らに
「改蛮」が縦苔きであ
．対してr改蛮」には見られない
が、「蛮」とr英」には共
る
のに対し
て「英」は横掛きになっており、他の部門と
は
（注
6)
通しているという語が一例もないことより明らかである。
同列に考えられず、本稿の潤査対象とはなり得 いと判断
「蛮
J
r改蛮」「
英
」それぞれの体裁は表ーに示す。巻一
し、こ
れらを除外する。
については表
n.
m
を参照（巻一はほぼ共通してい
る
）。
ここ
で
問題点として、「英」で語句を削除した
ために配
さて、そこ
で「改蛮」と「英」とを比較すると、表
n
の列
の変化が云わば必然的に生じたのではないかという疑問
ようになる。大きな
特
徴として、
が挙げられろ。それ 対
して、配
列を変えろことによって
r改蛮」での語句の配列順序を基とした
場合、大き
な特
引きずられる
か
たちで語が削除され
たと考えろこともでき
徴と
して、
『英』では語句の配列の
移動が
非常に老しいという←と
ろ。
このどちらが
正しいのか
というこ
とが問題となる。オ
が
挙げ
られる
。
「
改
蛮」と「蛮」
との共通語彙
数一
六二0
ランダ語の概念と英語の概念が必
ずし
も一対一の対応をと
（
「英
」が「改蛮」
に
対して増補した語句
は
「194•姉妹」
ろとは限
らないこと
や、長きに亘り洋学即ち蘭学を意味
し
、
4 
「“
.
「
英」の緬まれた時期において
も、
英語学は蘭語学に大幅
ー
「507．橡」「617．羽毛」「880．尿瓶」「967．銃」十万」＿134．百万」「134．一円」の八語し
かない
の
で、共
に立
ち
遅
れてい
たことなどを
考えろと、当然削除が先であ
喜盆数はr色の総諾槃数とほぼ 致す
る）のうち九四
っだだろうと考えられる。ところが「邸．一匁」が削除さ
5 
四語即ち約六0％ 語が形や意味はその文ま、
ただ
配列順
れているのにも関わ
ら
ず「80．十匁」が取られてい
ろ例に
ー
序だけを変えられて
いる
のである。
顕著なよう
に、本稿の主眼である
配
列換えの規則性によ
っ
一郎 一
・く表I>
0巻二の体裁
（数字 は所収語棠数）
蛮 語 箋 改正増補蛮語箋 英 語 箋
言語 303 言語
依添頼
字
名字
163 依添 字
頼名字
138 
（自
自
， ，能能
， ，所所， の三区
種
別
動字
あり） 130 自（
，
自
能，能
所
，
所， 三の
種
区
動
別
字
なし） 116
人品四 指種
示代
名
承接
字
疑問 人品
種
指
代
示承接疑問
49 四 名字 27 
虞前字 81 
接続字 17 
磋歎字 6 
日用ノ語法 123 
会話一 80 会話一 185 
会話ニ 62 会話ニ 32 
万国地名箋 改正増補万国地名箋
亜細亜之部 81 亜細亜 71 
亜細亜諸島 45 
地中海及諸島 15 
欧羅巴 66 欧邁巴 63 
欧遡巴諸島 18 
亜弗利加 42 亜弗里加 36 
亜弗利加諸島 13 
北亜墨利加 26 南北米里堅 65 
南亜星利加 16
米里堅諸島 16 
豪斯多剌里 44 
践
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一 �
＜表 rr>
巻1
『改蛮』 増補 削除 士
『英』 （％） 共通 順 移 移動
語数 語数 語数 率 f/4
1 天文 82 ゜ 24 ー24 58 70.7 58 47 11 19 0 
2 地理 73 ゜ 3 —3 70 95.9 70 ， 61 87.1 
3 時令 54 ゜ 1 ー1 53 98.1 53 37 16 30.2 
4 人倫 176 I 24 —23 153 86.9 152 83 69 45.4 
5 身体 121 ゜ 20 -20 101 83.5 101 66 35 34.7 
6 疾病 91 ゜ 29 -29 62 68.1 62 16 46 74.2 
7 宮室 86 1 ， -8 78 895 77 19 58 75.3 
8 服飾 郎 1 25 ー24 64 71.6 63 23 40 63.5 
， 飲食 58 ゜ 12 -12 46 78.3 46 19 27 58.7 
10 器財 2祁 1 58 -57 241 80.5 240 授｝ 152 63.3 
11 火器 151 1 103 -102 49 31.8 48 27 21 43.8 
12 金 26 ゜ 5 -5 21 80.8 21 12 ， 42.9 
1 3  玉石 32 l（重複） ， -8 24 71.9 23 2 21 91.3 
14 烏 51 ゜ 10 ー10 41 80.4 41 2 39 95.1 
15 獣 55 ゜ 5 --5 50 \XJ.9 50 25 25 50.0 
16 魚介 47 ゜ 14 ー14 33 70.2 33 1 32 引．o
17 虫 30 ゜ 6 -6 24 80.0 24 5 19 79.2 
18 草 149 ゜ 75 -75 74 49.7 74 14 60 Bl.I 
19 木 87 ゜ 24 -24 63 72.4 63 6 57 g.5
20 数嚢 50 3 8 -5 45 84.0 42 36 6 14.3 
巻2
21 添・依 163 1 26 -25 138 84.0 137 115 22 16.1 
22  動字 130 1 15 -14 116 88.5 115 10 105 91.3 
23 代名字 49 ゜ 22 -22 27 55.l 27 14 13 48.1 
計 2147 11 5勿 -516 1631 76.0 1620 676 944 58.6 
（注）21添・依は添字・依穎名字＇（形容詞， 形容動詞・副詞）のこと。
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て
削 除 が 生 じ た と 考 え る ほ う が 自 然 な 例 が い く つ か 見 ら れ
る。削除が先か配列が先かという問題については、削除さtた語ひとつひとつについて検討していけば
あ
る 程 度 は 明
ら か に な る で あ ろ う が 、 本 稿 で は 最 初 か ら 削 除 さ れ た 語 は考 慮 に 入 れ ず 、 共 通 す る 語 彙 に つ い て の 移 動 、 可 視 的 ( r 改蛮 」 と 「 英 」 と を 比 較 す る こ と に よ っ て か た が と し て 見 るこ と の で き る ） な 類 型 を 重 視 し て 論 を 進 め る 。
三、配列の類型
r改蛮」からr英」への配列
か変
化 に お け る 規 則 性 で 最
も基本的なものは
r 改 蛮 」 に 収 め ら れ た 語 句 を 右 か ら 左 へ
取っていく「横の流れ」である。ょ．改蛮」「英」さらに「 蛮 」 は ど れ も図ーに示したように、 右 上 か ら 上 下 上 下
と
い う 順 序 で 語 彙 が 並 ぺ ら れ て い る 。 こ れ は 数 字 ゃ 曜 日 な どの並ぺ方を見れば分る。共通語彙のうち五六六語（三四・九％）が、
「 改 蛮 」 の 配 列 で は 、 右 隣 り に あ っ た 語 の 次 に
位 屈 し て い る 。 さ ら に 二 話 以 上 を 隔 て た 場 合 の 二 九 語 （ も
し、いくつかの語句を飛び越えてそのままならば、閻にあ
ったものは削
除 に な り 、 再 び 戻 っ て 取
られた
ならば庚雑語
ー百ーになろ）を加えると、
「 横 の 流 れ 」 に 支 配 さ
れ た 語 句 は 全 体 の 三 六 ・ 九 ％ に な る 。
＜図 r>
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'と異なる語の
間に挿入される↓
雑語・挿入語
0配列の
顧が逆行している↓逆行語・反転語ー
になる）を加える
と、
「横の流れ」に支配された語句は全体の三六・九％に
な
る
。
．
配列が変化した八六六語の中にも能動的な変化（本来の順序を含めたいく
つかの
可能性のある順序の中から、本来と
は異なる取り方をしたもの）と受動的な変化（本来の配列順序とは異なるが、先に取られた語を考えるとその配列順序は必然的だと考えられるもの）がある。前者は五六八
語
、
後者は二九八語であり、配列換えという操作を に限って考えるとしても、「横
の流れ」はか
なり顕著であるといえ
る。図ー⑭で示すならば、⑥④⑨e面）が能動的な変化、⑤⑦⑧⑫が受動的な変化である。
さて、図ーの操作を『改蛮」全体に施すと図n(E93
••
94)
のようになる。
,1
7ー1の番号は丁数を示し、
①lgぽ類型の整理番号を
示す。実線は配列順序
に変化の認められるもの
に附した。
〇印が「英」に取ら
れた語、X印が削除された語であり、
実線中の0印は「英」で増補された語を示す。実線が附されていないところは、本来の で取られていることになる。
以下、
この図を基に配列を見ていくが、その前に確認
しておかなければならないの
は、
このような配列の変
化は
「英」独自のものであってr蛮」から「改蛮
」への改変の
際すでに配列に変化
（或いは変化の兆）が現われていたの
ではないと
いうことであ
る。表"(E95)を見てほしい。
こ
こに示したように「蛮」と
「改蛮」との共通部分で
の
語句の移動は低率を示す。表中「人倫」のみが高い移動率を示しているが、
これ
は「300．書売」から「328．菓子師」
と、
「329．書家」から「356．瓦匠」まで、一丁全体を
その
まま入れ換え
て
ある
ことによる
。（おそらく「書売」と
「書家」の「笞」によって異同が起きたものと考えられる。ここでも「
英」の下敷きがr蛮」ではなく「改蛮」である
とい
うことが確詑できる。）
さらに「22．霧」と
「542．児一
2，
枕痛」の移動を
、
「23．霞」と「543．悪阻」
がr改蛮」
に
—
おいて上下二段抜きで訳語を充てられているために起きたものであるととれば、計五八 配列
の変化から除外する
ことが
でき
る
。する
と移動した語は一四語、率で言えば、一
·01％ときわめて低率と
なり、、この結果、配列の変化は
「英」独自のものである 言ってよいだろう。
さて、ここで配列の変化を類型化すると、次の四つに
大
別できる。
。上段右↓左↓下段右↓左（
図
ーい）
。下段右↓左 上段右↓左（図ー囮）。下
段から垂直に上段へ（図IS)
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＜図 n>
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く表 m>
「蛮」
＇ 語数 「改蛮」 語数 増 減 土 共通語数 順 移 移動率％
天文 79 
・天文 82 7 4 +3 75 73 2 2.6 
地理 78 地理 7 3  3 8 -5 70 70 ゜ 0 . 
時令 53 時令 54 1 ゜ +1 53 53 ゜ ゜
人倫 'lお 人倫 176 10  ゜ +10· . 166 llO 56 33. 7
身体 l⑮ 身体 121 12 ゜ +12 109 109 ゜ ゜
疾病 80 疾病 9 1  13 2 +11  78 75 3 3.8 
宮室 81 宮室 郎 6 1 +5 80 杖l ゜ ゜
服飾 80 服飾 邸 ， 1 +8 79 75 4 5.3 
飲食 50 飲食 58 13  5 +8 45 45 ゜ . o 
器財 276 器財 298 39 17 +22 お9 256 3. 1.2
火器 151 151 ゜ +151 ゜ ゜ ゜ ゜
金 22 金 26 5 1 +4 21 21 ゜ ゜
玉石
•お 玉石 ．劣 6 ゜ +6 26 26 ゜ ゜
烏 54 烏 51 ゜ 3 -3 51 51 ゜ ゜
獣 52 獣 55 5 2 +3 50 50 ゜ ゜
魚介 51 魚介 47 ゜ 4 -4 47  47  ゜ ゜
虫 28 虫 30 3 1 +2 27 27 ゜ ゜
草 138 草 149 43  32 +11 106 100 6 5.7 
木 82 木 87 13 8 +5 7 4  74 ゜ ゜
数敬 49 数歴 50 1 ゜ +1 49 49 ゜ ゜
計 1544 1795 339 88 +251 1465 1391 74 5.3 
I 
®＠⑭＠◎＠@®®⑲®◎®® 
z型ー⑧®®⑰®®®®®
@® 
0 左 か ら 右 へ 返 る 。
これらを、
その形態からそれぞれ
S型•N型•L型と呼び四番目を例 外 と 見 る 。
図
lI
の 盤 理 番 号 で そ
れぞれの類型を例示すると、
⑪@®⑮@@®®⑪®⑭®®@®®®
 
@® ®⑪⑫®®⑭®@® ⑭ @@®@ @＠@@®@ @e ＠＠@＠® ＠◎
S型II③⑤⑦⑨⑩⑪⑭⑬⑲⑳
⑳⑮ ®®®
-95-
L型
11
①⑬⑰⑬⑳⑳⑳®⑫⑭®®⑰⑭@@@®◎
 
例え
ば④
のように
完全な型は示していない
が類型であると
言える
ものを
含
め
ると、
S
型
11
④⑳⑲@＠⑲⑲®®®® @@@
z
型
ug
以上のよう
になる。で
はそれぞれ
の類型について考察する。
「、
S
型につ
いて
最も基本的な類型である。
他の類型と結びつい
た型で現
われること
も多いが、
そ
の考察は以下の項目に設る。
完全
な形が七五例
四
0
七語、
これだけで移動する糾放の四七％
を占め、
例外を含め
た他の類型が此入する二三例ニー五語
を合わせると実に七二％
に逹する。
二、
N型
•L型について
．
これらはそれぞれ
S
型の変形として解釈できる。
即ち
「横の流れ」の起点が下段
に
あ
る場合、
上段に未だ取られ
ていない語句があ
れば
z
型に、
上段の紺句が既に
「英」に
記されているか削除されてい 場合
はL型になる。
また
これら
は
S
型の終結とし
て用いられる場合が
多い
。
即ち
「横の流れ」は多く上段から
始ま
り下段で終結するの
で、
次の類型の起点を下段か
ら
上段に持っ
て来る必要が
あるか
らである。
z
型十二例は
、
S
型に付屈するもの五例、
部門
どりオF
や丁
の終わり
にくるもの七例と、
完全に終結の役割を果た
し
、L
型も三一例中十六例が
S
型に付囮
し
、六
例が部門や
丁の最後に来ている。
以上三つの晶木類型s
·N
.Lに含ま
れる語放は、
移動
語鋲数の大部分九五・六％を占める。
三、
例外について
s·
N.Lのどの類型に
も含ま
れない移動語処は一二八語
である。
そ
れ
らに共通する特徴は「改蛮」の順序とは逆の
頻序 「英」に取られているということである。
即ち右か
ら左へという規則性が飽くま
でも
意識されてい
れば削除さ
れた、
i]＂
2わば央雑語（一度は見過とされているが最終的に
ri火」に取
られ
たこ
と
により、
r改蛮」本来の位叩11と
は汎
なった語旬の間に後から
挿入され
た語）である。
特に、
三八語を栄頭に二五語、
二四語、
ニニ語前へ戻る
と
いうような収り方がされている
ことか
ら｀
r英」の編岱
が短期間で行なわれたと類推する
こ
とが
出来る。「央雑語」
は削除しょうとし
た語を再び取り上
げた
ものだと
しても
、
後から英訳が解ったのだとしても、一語に
つい
てなされた検討
は少なくとも深
いも
のではなかった筈であ
る。また、涸々の「央
雑語
j
を検討しても、
この
ような取り方に特別な意味があっ
たとは考えら
れな
い。また
、三八語（前掲の四語はすぺて一例、
以下一九語戻って取られたも
の一例
、十語11一例、八語11一例‘
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四、
陪群の解体
七語11一例、六語11五例、四語11六例、三語11一例、
二語
II
二
例、一
11ニ六例）の内、類型（横の流
れ）と全く関
係のない
「央雑諾」
は一例も見られないことから
も、
同様のことが
言える。
つまり、
横の
流れの中では、
削除するか取るか
と
いう判断が、
かなり曖昧な
もの
（もし殴初から取捨を明確
に決定しておいたならば、
これほど多くの語を思い出した
よう
取るというようなこ
と
はないだろう）であったこと
を意味する。
またS型•Z型の二頂点を結ぶ（図Iで示せ
ば旬の⑥↓⑦、
いの③↓④）移動やL型の下から上への移
動も「前に戻る」と 意味では「央
雑語」の一例である
と
言えよう。以上見た に、
例外をも含めたすぺての配列の変化は、
r改蛮」の語句を右から左へ取るとい
う「横の流れ」によ
っ
て
生じたと言うことができる。
では、
逆に移動しない語句がある
のは何故であろうか。
それは、
.
r改蛮
J
(当然「蛮」「英」
も）が意義分類を用
いて語批を所収してあるため、一定の規則で結びついた「語群」が形成されて
いるから
である。
ここで再び表IJを
見ると、
部門によって移動率に大き 開きがあることが認
められる。
それは、
同系統の語句は配列を変えないという、
語群に対す 屈者の意器を示すものである。
ところがその
意識・判断は明確ではなく、
例えばr改蛮」では「110・橋」
「111・舟橋」「112•石橋」「田ふ企憫．＿「114．翻橋」と、明らかに語群を形づくっていた語梨が、
「英」にな
る
と
「86．舟樅」「87•木橋」「88•井」「Bg·泉痴」「90.山」 91 梢」「呪 石梃」「93・翻橋 というように分裂解体している例が多く見ら
れる。
即ら前節で見た「横の
流れ」11「配列の原理＿が「語群」を解体し わけである。この「配列の原理」と「語群」という、
異なる方向性を持
った語没の結びつきを対照する
ことによって「英」の緬者
石橘政方の網岱意識を導き出すの 本節の目的である。
そこ
で先ず、
「改蛮」で形成されている語群を次の三稲
に分穎する
。
a抱
括
先の「橋」の例のように、
最初に大きな概念を表わす語、
続けていくつか 具体的な
語
を
示した語群。
B、対
応
「東」「西」「南」「北」や「夜」「昼」のように、
そ
れぞれの語が互いに対立・同義などの、ある約束で結びついている語群
C
もし「方位一「東」「西
j
「南」「北」
と記されていればaに含まれる。
また「改蛮」で「四・
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「英」の船者はかな
昨日」ー「四・再昨」、
「隊・明日」
I
「g•明外日」
と対応していた語群が、＇「英」では「lEo
．． 
昨日
JI
「166
・明日」、
「167．再昨」ー「168•明外日」とされた場合、
配列は沢なるが別の意味で対応しているの
で
、この
よう
な例は語群の解体とは判断しない。
．．
r
関連
直接の対応語で ないが、
「
m'l
「砲」や「火」・「炎」
「姻」のように深い関連をもつ胎肝。抑々、部門全体がひとつのOO述語群であり、閲迎しているか否かという判断も絶対的ではないが、このような結びつきをしている語群を無祝するわけに
はいかないので
、語群の一種とし
て掲げる
。
これらをまとめた
ものが表IVである。
語群aに附した（
）は、aに含まれる
P
の糾数である
3
また語群内での移動、例えば
「268．採者」「269．内科」
70・外科」「271瞑科」「272．牙仄」↓「232．医名」2 
「「233・内科」「234．眼科」「235．外科」「
236.g
」のよ
う
な例は語群の解体と
は兄ない。しかし、「487．脈」「488
•静脈」「489．動脈
」
↓「418．静脈」
「
419．脈」「420．動
脈」のような例は糾附内での移動ではあるが、Ifi叩の相関閲係を考え、こ
れを解体ととる。
表Nより、語群ct.8については、
り意識していたことが明らかである。特に「166．正月」「167．二月」「
168
•三月」「169•四月」「170•五月」「171
•六月」「172．七月」
「
173・ハ月」「174．九月」「
175.+
月」「176.＋一月」「177．十二月」や「200•日叫」「201
.
月咄」「202．火芭「203•水附」「204•木曜」「205•金晰」「206•土咄」のよう
に栢群内で
の移動
も不liJ能である六二
訴については解体
率
は0％である。さらに、
．語附（すべて
9)を全く無視して配列されている 動字」部門を除けば8
の解体率は七·O％となる。これに対し
て
r
の鮒体率は
六一・六％と硲い。つまり誰 目にも明らかな栢群以外について紺者は殆んど注意を払っていない（「配列瓶罪 が「詔群意識」を凌煤している）と苔えるー
このように糾群に杵Hすると、石梃政方による配列の糾
み換えは、全く無造作に行なわ
れ
たのではなく、邸澁的で
あったことが証明できる。M時に
、拍群意識によって配列
に変化が11ナられない語秘を確認することで、変化し
た配列
の意味がさらに明確に る。その上で、
表皿の「語群ポ」
「解体ポ」と表11の「移動ギ」とを屯ね＾り せ こ によって以下のボ実がわかる。
．
0五八・六％というけ9い移
動率にも拘わらず、誰のLIに
も明らかな糾群(“+B.）の解体率は一八・三％と低い。囚みに、移動しない糾叩始六七六mnllのうちa+Rは
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烹閤l
二三四語（三四・六％）である。
0部門別の語群率．解体率．
移
動率には関迎性が見られ
る。
（グラフー参照、
語群率と飩体率．移動率は対立
的に関連するため 群率は「一00マイナス語群率」と・いうかたちをとって示した。）
0このことは語群より先に「部門」に対する意識（先入
見のようなもの）が嗣者にあったことを示している。つまり配列換えを行
なう部門では語
群への注意が低下
し、
「横の流れ」に乗って勢いづいた形で語句の移動
を徹底させ、
逆に配列換えを行なわない部門では語群
を形成していない語句でも移動させないで、
「改蛮」
の順序を守る煩向がある。
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五、
おわりに
以上見てきたように、
「英」
における配列の動的部分
「移動した語鍍（解体した語群こ11「移動させても構わない語梨（解体させても構わない語群或いは語群を形成しない語批）」と表裏
i
体の形で、
「移動しなかった諾磁
（解体しなかった語群）」11「移動させて
はな
らない語丞
（解体させてはならない語群）」
という静的祁分の定理が
成り立つ。
'
．で
は何故、
石橋政方は移動させても構わない語紐を、
自
・らの判断で可能な限りそれも規則的（容易）な方法で移動
させたのであろうか。
もし配列の変化によって新しい意味
が生み出されるのであれば、
換営すると「配列を変えるこ
と」
「手段」であるのならば
、こ
の疑問を解く（「目的
J
を見出す）ことは比較的容易である。しかしこの場合｀「配列を変えること」自体が「手段」 と同時に「目的」である
のだから、
その
「目的」を見出す
こと
は容易ではな
い。
しかし、
以上の考察の結果に
、
絹者が「自叙」（注5参
照）に「森島氏」とまで巾}き加えたr祖」 はなく
どこ
．にも一言も触れられ
て
いない「改蛮」が底本であったこと、
さ
らに「蛮」「改蛮」「英」を比較して（表［参照）明ら
．かな
ように、
もし「蛮」が底本であれば「英」はr蛮」に
対して「改正削補」の位叩いを占める（ポ
実は逆
）こ
とが
で
きるという三掛の相閑関係を考え併せれば、
り辞
内を掘んだれ実を自分自均或いは他者に納財させ
こヽ。t
,v 
②そ
のためには出来るだけ手が加えられていて、
新し
く、
仙自
もの
であることが望ましい。
⑥即
ち底木はr改色であるより「松」であったほう
が都合が良
い
。．
0従
って、
庇本が「改蛮」であることを険祇する必汲
があり、
配列を変えれば同時に「独自の
もの」に近づ
゜
＜ 
という意識により、
先行辞hりに対して内容の変化を持たせ
よう した工夫が、
右から左へという「配列の旗則」とな
って現われたものであると考えられる。
その結果
「
一匁
」
を
欠いて「十匁」を収ったり、
「
静脈」
「脈」「動脈」のよ な奇妙な杞列が行なわれたり、
さら
には
「四支」と「手」や「足」の判に「肛門」が入りこむ
などといった勇が足を随所で犯すような結果になったのであろう。
※本稿で
は、
（表氾を煎視する論ではないため）旧字
体は新字体に改めて記した。
また、
改正増補梃詔箋
-101-
4. 
の異本、
さら
には改正増補
英語箋との比較検討につ
いては、今後の採題としたい。一
（注）l「
民間では、
会話書が出版され（中略）r増訂蔀英
通語（万延元）、
石橘政方の「英悟
箋」（万延二｝、
清水卯三郎のrゑんぎりし
ことば」（万延元）が広く
迎えられた。
」（「国語学研究事典」）
．
2一
例として、
r英」より六年後の一九六七困奈a-l)
年には、
「二万語以上の日本語」（英文によるはしが
きの訳）を採録した「和英語林集成」が出版されていろ
。後絹四冊が出版されたのは一八六三（文久三）年。村上編「英語箋」
は、
序文•発音の説明がともに英
語で記され、
この時期の外国話導入に多大な功組のあ
った彼の語学力を
よく示している、
英梧主体の辞杏で
あろ。（仮名だけでは区別し難い語にのみ漢字が附されている）
これ
に対して石橋頴r英語
箋」
の語領は殆
んどが淡字表記であり
、原則として英語ー語を対応さ
せ
て
いる。
5「
曽，得→森島氏ノ蛮語箋一本→。看h其ノ黎棚→
知コ天文地理時令物名人事套語→。」（返り点・送り仮
名は箪者）
6特
にr蛮」の「言語」「万国地名箋」「改蛮」巻二、
「英」巻一ーにその差異が顕著であり、
「改蛮」は「改
正増補
」
の体裁をとりながら、
独自な形で内容を豊か
なもの
にしている（多くの
学問に造詣の深かった箕作
玩甫 らではの観がある）。
ところが「英」は「改蛮」
を踏襲しようとしながら（英語と蘭語の違いは
あるも
のの
）貧し
い内容しか示し
得ていない
。「虞前字」「接
続字」「磋歎字」等がそ まま抜けている
ことや、「会
話」が殆んど三語程度から成ろもので
あること
は、初心
者に対する配慮というより
は、
投げやりなものを感じ
させる。
1逆
にその規則性は、
「改蛮」と「
英」
との結びつき
を証明するもの
でも
ある。
r蛮」と「英」の間にはこ
の
ような規則性は見られない。
，
&r
蛮」の中に
は「32・赤石脂」のよ
うに、
曲語の訳
， ー
を欠くもの
が八例、
「50．峡訟」のように曲語訳を黒
ー
く塗り殺し消去して
あるものが三
例見られるが、
これ
9
らも配列の上では一語として考え
る。
これら―一例の
うち「改蛮
J
ーで閾語訳を加えてあるものは八語、
削除
された語が三語である
。
（岡山大学大学院文学研究科）
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